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中 学 校 に お け る 暴 力 行 為 予 防 の た め の 実 践 プ ラ ン




















のあるｔ検定を行った。その結果パ 警戒心」「身体的攻撃」の ２ 因子に有意差がみら
れた。なお,対象学年の暴力行為件数は昨年度と比べると大幅に減少した。検証からい
くっ かの課題もみられ今後,プログラムの改良を行い,より総合的な効果が期待される。
-  257 －






































































質 問 １ ＝鵈 在 、 生 徒 か ら(乃暴力 行 為に 対 し て 脅













質 問 ２ ＝過 去 に 生 徒 か ら¢7）暴 力 行 為 に 対 し て 脅
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第 ４章　　 ＳＶＰＰ （学校におけ る暴力予 防プ ロ グラム）の実施 と効果
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Fig. 7　研修に護身技能があればいいと思 う教師( 人)
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Fig. 8　カ ウンセリングが暴力 行為減少に有効と考える教師(人)




・教師ＳＶＰＰ③ セルフプロテクションスキル向上(生徒指導研修にて実施)・ SVPP ④ － 一 一 ア ン ガ ー マ ネ ジ メ ン ト に つ い て （ 教 育 相 談 研 修 に て 実 施 ）
危 機 管 理 能 力 の レ ベ ル ア ッ プ
・ 生 徒 の 暴 力 行 為 に 対 す る 基 本 マ ニ ュ ア ル の 確 認 （ 共 通 意 識 ）
・ ク ラ イ シ ス･ ア ン テ ナ シ ー ト の 作 成 一活 用
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ていた。また｢ 身体的攻撃J ( £(20l)=2.30, 夕＜｡05)についてはプログラム実施前より
も実施後の方が有意に低い得点を示していた。｢ 自己主張｣｢ 短気｣ に関しては有意差
がみられなかった(Table. 3)。男女別でみると,男子にのみ｢ 警戒心J　(  t(ll3)=3.21,
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７ ７ 二人L Ｉ Ｏ;４ Ｌメこ ７８４牛
２ ０ １ ０ 年 廖
（4J ≡了一一・OJ 司 ）
２ ８ 人 ６ ０ 人 ３ ２ｲ ４ こ
＊　 プ ｎ グ フ ／ヽ 実 施 学 年 は 現 ３年 生 で あ る
＊　 暴 力 行 為 は 「 対 教 師 暴 力 」「 生 徒 間 暴 力 」「 対 人 暴 力 」「 器 物 損 埴 」に「 け ん か 」を 含 む




































える。実践にあたっては,絆(social  bond) を意識し洞 僚や生徒との信頼関係を築くこ
とが不可欠の前提となる。
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生徒SVPP ①･1【資料1 】
sｖＩ プg タ ツXIrD
非 行 予 防｛ 暴 力 行 為 ｝エ ク サ サ イ ズ Ｉ
～被 書 毒 の 気 桍ち を ●λ よ う ～
目 力tiSI 櫨●１ を痾倖 訥に 鐘つ11 るllt でな く． 髑軸 的にｌ（ ● つけ 、 その ●の
Å座 雀 略廴 て６ 拿うこ とも あg ま す、き ら|こ岡 撞 的に 植野 謇ｅｌ Ｓや 友 入ま でも、 麌
く傷 つljます ．寸 回tま、下|=あlfた 事 再l 一 籐癨 貪】 につ いてＩ み． そ れぞ れのｌ 祠
を考 犬て み よう、
を Ａ さん が 歩 い てい る の を 見て 、 後を 迫 っ た. 人 遇り が な くな ると 、２人 は い
きな り 背 後か ら 鑪 い かか っ た．
１人 が 髯申 を足 で け 肌 も う｜ 人 は 叙 面 を 裨で・ つた 、さ ら に あ お むけ に 倒
れた Ａ さ んに 轟々 とよ げ た か か とを 突 き 罵と し た.2 人 は 失 神 した Ａさ ん か ら
財 布を 奪 っ て逃 げ た ．
輿 問２ ： Åぎ んは 今癘 在、こ の申 吟の こと をど う思 って いるで し ようか ？
輿同ａ ：Ａさ441. も しも あな たの 大ｇな 人1 糺 き ょう 玖1 、謐父 奠．ｌ Ａ や鶴友 ）
だっ たら 、 合なた はと んな Ｓ鈍 ちにな っ た１恩 い ますか ？
生徒SVPP ②　指導案-1
道旅竿習指導案
i.  etf　i 嗔22 ￥ 月 １
２． ￥ｌｉ　 ｊ ￥ｏ 鰮
3. 資軻鳥　1 みλ･なｓ 攵胯ら』
４．圭洒 ｓ　 ２－（ ９ 瓲い气･り　 洳●項１ ４－ ｕ ） 齟爬ｌａ ヵ自上
5. ねら い ￥ 蝸;つｌｌ で泗 か,G,わqf 」ゆで， 衄 の 玲･ ｓ９１墺11 き， そＬａ ａ９ こと を考
λ 哺 励で きる６ いやりの ぎ･ｓまい 心１ 育Ｑ ，
６．主瓲 にう11て
・ 梟愬１ 聒ｔ みこな う上で,１ 己のｌ 擯を その１ まｌｔ=珎 哨 ｌ･ ｓヽして 廴ｓ ｓと，同に 缸人や
翊唇sI大瓠にし･cい ることt でも 髯･坿 てＬＩ うこ ｕ11 」る.その 苟の自.9ηｎ 岫ｔ 反耆をす る
こ とで ，きに哦り･ こ とを考えるこ とj;で 疉るÅ 両･ヽ と攻具で き曷．
ゆ孚乞で11.11 ｓ 保jl差煢４ｈ【胯も, 身ｕjo 夊鵄ちで 肓載ぺ･発ａ 廴て 廴まうｌ 合 糺夕 な
く は な い 。 し か し ， ぞ
忖 か せ て や り た い｡ 簔
が り･
人 隲 は Ｓ
を 孚 冒 さ 鶯 る ，
こ の 湃 圦 を
生 徒 ＳＶＰＰ②-2 【資料2 】
次 に 身 逓 な 事 吽 か ら ｌ 蹕 行 為 を 粤 え て み よ う
，
●■ ･ ● ･ i - ■■ ■● ~ ●●● ･ ｢ ｢ ｢ ●● ･ ﾐ ● -● 4 - ● , ●●● -●●● , 毎 ●●● ｢ ｢ ﾐ r ● y y ● - - ･ ●●→ ● ●● 1 ~ ● 1参●〃 ● ｢ ｢ r ｢ ● ●●●争 -●●● ●●→ , 1 “● ﾐ ｀ ●●●● ７ ● -
● 　 　 　 Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｆ１ ０ φ 孝 埀 が 起 こ し た ｌ ｌ ● f i 審 桴 の き 　 　 　 　 　 　 　 １
１ 笳 1 0 年 2 月 長 靠 凧 豊 同 市 日 皐 町 紊 穗 腫 斤 事 怦 　 　 　 　 　 1
1 2 劭 年 1 1 月 冲 綺 藥 う る 龠 命 中 平 生 集 岔 驫 有 衰 叉 事 吽 　 　 　 　 １
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１ １ ４ : 鳬 匡 が 樋 介 し た 新 曷 細 申 か ら , そ れ ぞ れ の 息 ● で 事 件 を 防 ぐ た め の 方
洙 を 考 え て み よ う
．
⑩ 彼 Ｉ 書 に つ い て
② 加番書 につ いて
・この月 ●罅孰 μ 私た ちにと・ｉ ．●攬 懈な綱●で|よもりｌ 墟ん，瓠と ち咄闌● か
自全1 たＳに， どのよ う|こ儷良す6 かを， 瓦し○ ¶躪1 るカ か魯矍です, 学禎や● 竄
１ ●q な●IIこついて， 血分仍Ｓ ●と 廴て 膕LI い, Ｓ 儿る よう14 た いものです ，
そＵｔ ，こｈ から 仰自９●Ｓ 攜|こい かすよjlこ廴てＵ ４ い ，
生徒SVTPP ②　指導案-2
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早 ｌ 活 勠 掴4Eのlli
専入
１． ｒ甦い やりJう て訶か 蕚える，
・sS 吻 り を感じ たことみM
I予皀・ 舞キ ？ー－ 卜I
･a 貫・μ まり・ 黔け含い
・詞と力肖怜･ 哨り ているとき耽けちれた
心 手力こと を４ える･ 優しさ
ｏ 血分か傴孰や皀まで 考え､豬安き癨
5，




２．鈿 卩 み んなめ.畋桍ちj を配布叭 輒訝 ずる，
ｊ． 登膓人肖 刀磚廼
fc£3' ･ ・ 主人 公
光可・ ‥ 卜 也ゐ罵咎ｌ
リ わ ‥ ｔ 抱の阿at ，とア.心 奏 者
卜 ａ 乃冫 アズ癶生仮
声 皿を 者‥ ヽ野埣在･ｉ 乃五生
４．リ 夸が６既に甘 瀝をしてい るのを1 た 扣Ｕ 口χ 絏
ちを４ 太Ｒ 孤する，
5. ｸﾞﾊ－:りしなり ．Ｒ 磧奎1冖i･やいた 仗力 「和也
･HitS  i#*Jj
6、 ハ ープ 冫詢されたｔ 見を発寰 する，
０資卜P3 卜 末のr ～なに1ﾀなﾞぐつ1:
やい 叭 八 鳴 は箆示し ない ，
０ それ ぞれの 立鳩も驟萼1:扠 認して
おく 、
０ ｼﾞ今叫1 麌に叶す６皀い と丹力を
皿Ｓ させる，
Ｑ ゲ£一ノ で話し合い一 恫こ戈とめ
卜 ，
１　 そ れぞ れ､曲さ れた1 羃の1 の氛1･ ●ぇてみょぅ．
･哩自まで考ｔる,４ どうして、そうｅぅ劼 、
７．１その枷 司，1り皀jl~j lj踞乃貰料 皀碑む，
a. 今日 力￥陟で扣U4:叭けいとこ とを角え５
り卜 眦か攻 拏昨 心 だｌ 倉そぉ 扠､氣
Ｍの 雰色気11齠 ４゛ 執f‘･呪き 心こ と
1'字揉 世5,掫 驚蔔t･釐lr ふを司1 ぱ
ｌ 爾ヌe･1.篦冐彳る}
|r 絢び魯Ｍ なったのと且塒に，n 賀μ 撼ぺなり た亅 聆皀は





・ 思いやりとは 、佃f の立場や耳鬯夕?こ とを匆えて 行
畊才 ６こ と，
○十目は, 和ｉ のま渮に泱 卷れた,Ｓ
力ｎ卜jリ ラス みん なに通客をか け
たこ とを おきえる，
徙押しＬてり15 のXI，ih りの 餽曵でよi. その旨讒 をうく れ６ｔ ｉ を大瓠に したい，
攪４ によたって
口 ● か 多 い2 ￥ ４ の わり に 、 良卜 とに 趙 駕する
こ１ が望まＬい，
・ 真日!･ ４々 ナヌsこ11たらａ．僵人のでチ･｛ －ｙ･ ンjlT がりｔ 眸a 一 目で, そのｉ 力Silj 大
も 弋夐わるこＵ 哨 る，さらlご.佃λがみゐ なａ 二１を穹 戈１ よ･3そ！ｓ 鳬iこ4r･た祠に ，儷Å
・1･･碵･が自１Ｌ 輿!lとＬてめ ま１１ りjtＳく なること を￥ｉ ａ爐る.
・ ●力防 止･・ 防プロ グラム!〃 萬１rf9 てぃるので, フン ガーフｌ ジメンFI 包ljのコｙ ｝ｐ
一 司 ができな かづたこｕ Ｉ．大きな伺鹹 を起 こt たS･ｇ をおぎ,tる，
・ 諌平でｌλ 公が, 恚棡 を抑えて廁鐔ｔ６ こ１ で，良!xのｌ 雛s･ブう３， と奠を 廴たこと1３fj
も糲いお99111j. そこ１１９ でｘ づくこ とが．自刄を崘長a せ6 －９で由 るこｔ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ ．「 アｙ 叭- マネ ジメ ント」とは何か を 紲る，
Ａ４ １７ Ｍｉｇｌｓｌ ａｔ
Ｑ．あり μ Ｆレス ）の４ 倫 を今え る，
プラ ス？ マイナ ス？
０ アン サーヽ 吸 引 の7 ネ ジノ ント 濱 莖j
を ｝レ ー=こン グす るこ とを！ Ｗきせる ，
０ ●し く 今えず に,気Siに ｝レ一５ ン グをぉ
こ なえ ろλ爿 こ合げ る，
０ 怒 り（ ス ）レ刈 のｇｉ は 全て マ･ぐナ スで
は ない ことを 押さえ る，
躾
阿
3. 資 料１を 足布 する，
寮喜怒 貫案,りl政 宰 を 書い て みよう
卜胄 ほ 岬. の 齔X 字 を見 てみ る
４ ． μ･ －フ ングを すう ，
･Dア ンガーｐ グ
Ｑ アンガ ーし4 ル
Cijア ンガー 匁竚
4准 鱸
１ 呼･ 幽1 セカン ドヌ 尹グ カ
５ ．皿 糾２ 配布
ｉ フビ リー ブを 毒える ，
１ 皿分も 怒 ９（ ヌト レ 刈 に ゴア ビリー プμ
孵い かを肖 夊る ．
泰今え方 の亶 皿 金･考えご みｔ ，
01 畧e 哀 剩 の 紬文 字だけ でもM1 も で繦
じ るも のがあ るこ とｔｌｌ ぎ せる．
０ 墹 皀の 鈿文 字を 見る こ とで何 かを 感 なさ
せ る。
○自 分･f･怒り（ス ）レ7･）を 周愿 と袙 晩し な
が ら考 えさせ るこ とで.ひ とり の μ 一 二
ン グと なる，（i 掩に は矗 扱に畑ら せ る）
０ 区 りを 番くと きの 秣ｌ とし て, 蛙人の 鰔人
名 を書 かない よう 匕扨皀 させ６ ，
０ ＃ アビ リーフt 巳 い込 みＭｉｅ りの 氈9 の
ひ とう で ある こと４･ 洳 本する 。




’4哇 やっ た「 アンガ ー７ ネジメン ト」 を籥
覧すら 、
，晒藝 刀姐り 返りを 書く ，
OS り 力屯に ｏ櫑 肌 こ司 匯lリ 葛ずJ こ とが
ア ンガ ー７ ｙジ メンF に な５こ と を勾 ら 廿
乱
生徒SV ‾PP③-3
ト レ ー Ｓ ン グll ア ンガ ー 分 忻l
その 畩 り （ス ト レ ス ）を 分 訝 しま し よ う,（ の と霤 琴を 入れ る ）
狃９ にと づて
皿昊でな い
白 州 こ と っ 刄
重 蔓
7 F バ イ ス
’ ･●■ a l ･ ● ●● ･ . 甼¶ ･ ･  ･ - a ● I ･ ･ a a a a  ･ , ■ a ･ I ● ■●● ■ ･■ ･■ ■ I● - ･ ●四 ● . ･ X a a ･ ･ ･ a ■ ● I I - ¶ ●●● ･ I - ●●← - I ●■ ● - ･ ･ , a ･ , l ･ ●¶¶ ■■㎜● ●■ I r ･ - - ･ - ●● ･ ■ ･ - ･ ,
A ； 白 細 列 力 や 支 筱 で 雌 を 責 え る こ と が で き る ｌ り （ ス ト し ス ）
． 　 　 　
１
Ｓ ： 自 分 1 1 ま ど う に も な ら な い 窓 り （ ス ト レ ス ）
．
受 籵 入 れ る し か な い
． 　 　 　
Ｉ
Ｃ Ｉ 畳 凭 輿 且 は 高 く な い 即 り （ ス ト レ ス ）
，
轢 子 を み て 坎 Ｘ を 貪 え て み る
． 　 　
｜
ｐ ｌ 憮 む た け 厶 ダ で あ る 細 り （ ス ト レ ス ）
．
考 え る の を や め る . 　 　 　 　 　 ！
･ ･ - ･ ●●■ ･ - ･ ･ ● ● ･ ･ I ㎜■■ I I I ■■■ I I ■¶ w ● - , - ●● - I - ･ ㎜ ･ I I ■ a a - . l a a ■■ ･ ･ ●■ ■ - I - ●●■ | . ●●㎜㎜ - , ･ ●● ■ I I I ■ ■¶ I I I ■■㎜ I  I ･ ● ･ ■ - | - ● ●● - I - ● -● ･ - ■ -■ ■ ･ I I ･ ･ j
ト レ ー ｇ ン ダ 印 I S I I
冷 l に 考 缸 み て , そ ・ ｌ り ｛ ス Ｈ , ス 3 は あ な た が ● り . ● を 禽 て る だ ･ t の
価 箘
は あ り 乱 た 捫
Ｉ ｛ ・ S 　 ・ 　 N I ｝ Ｑ ｛ 7 1 1 ・ 　 Ｎ ･ ｝ 印 ｛ ｓ i ・ 　 N a ｝




ダ ラ Å よ り ｌ
趙 り （ ス ト t , ス 1 を 惑 Ｃ た も




こ よ る 倖 の 武 齔 を ● じ 取 る
2 . 巾
１
く り と ３ 髓 犀 獰 麕 す る
S . 麟 を Ｓ ま で 康 え る
４
．  
１ 罵 ち ● け
』 な 1 ! 卩 に




~ 簍旧ｽﾄ しス)瞎如 鶫~
Ｈ ま7j リカ では, 大 金輿の 萌●1 して. ａ( 馥 われて 洳Iu . 自ａａ ●Ｉ コ ントｕ－ ルと 廴
て．１ てII 矍t き おてい るプ ロダう ムです4
轌c め に1・ てお ●ま すか,７ ン ガーll り3 蜀 纒攜 漿す祠て が14 ナスｉ は なＧ Ｉ り
耋パワ ー|乢 て溏劬 耋する ことも あIJsｔ,t か し, 多くのl りｅ ●佃|μ イ 少スに はたら
こ と も あ り ま す ，
哀
そ の７ ンガ ーのｌ 傭を夕し で も, 合分の● でＸ い1 方向へ と鯛ｌ･ コ ンHI 一ル するた め
の ト レ ーj
， 下 司 惑 ！
盲
玄ず、 の 睛を衷 楓する 叙 吸 戈動 を 円心に 釟 てヽ みよ う１
怒
ト レ ーニ ン グ ②｛ ア ンガ ー レベ ル|
そ の 箪り （ ス トレ ス ）の レ ベル を 書き こ ん でく だ さい ，く皐ａ ｊrl ）
竺 言已ぎ 竺
生徒 ＳＶＰＰ③･4
コ ア ピ ジ ープ （ 斟･ 込 み） と は ‥ ・
ｇ り を左 哨, るも のに ，ｐ フ ピ9 － フが あ り ます, コｙ ピ11－ フ はＢ た ち が 普眼 叭; てい
る も の, 判 梟のｔ 準;乢 てい る もの で す， 例 えぱ ，「li 対 籾･ な1･ むの 」で あ るとか ，| 先
ｌ の 命 徊 丿詒 笥に 鬪か41 川 ぱ いけ な い| だ と か. 鈿Å 田 鰄値 甎やｌ 定 觀ljl り くり11扎
て い る もの でｔ か 峡ヽ えjlぱ 欄 人のＳ 心 み と§ え ま す，
ま と め
今回 こ仍 アン ガーマ ネジ メント 擂 襴力斤 亀の予 防, 飽止の プ卩 グラ ムと 廴て蕀 いまし た，亀 た ち
1ま●ｌ を１ ント ロー ル絢肇 ずに 黜り を貪すλ|=肖 １て ，● 躙した 叭 喪心し た･に て鸛 するこ１ 畭
あり まｔ ん. そ● 仙ｌ､ 大● な 人がＳ れてｐ・ た り， 俚箏 を饉ぜ てもら 大命 か．た りとい うこ ＆に
t Ｓ りか ねま曾 ん, 雙|二● 爾 皐ll り や量り とい ．た 圃訓 を合ｇ で コンMI 一 ルで きない こ 七S¶翩
鰆1 ● 畋 を忿こ す壗自も ●（ あり ますl
こ のフ ンガ １ー ネ ジメン11 ま日ご ろＳま 甅で， 皺 か立っ1 畸や とてもｌ う た糾 にＩ Ｓ 廴て冫iてく
だき い， 夕しず つ かし －Ｘ ンダ す ることで ．錐 もか必 ずでき るよ5 に なりま す, み匆 きんがハ ツt!
-| こなる ために 贔霽,l･ り 入れて みて くださ い．
あ な た の 曚 り は ど う で1, た か ？
生徒SVTPP ④-1
叭？; 如 グワj､１
非 行 干 防 ・ 防 訛 エ ク サ サ イ ズ Ｉ
･一 非 行 を知 ろ う ヽ
こ れ ま１ ３● に 暴 力 予防 の ブ卩 グ ラ ム を６ つて き ま 廴た 帆 今 回 は非 行 予 防･ 姑 止エ ク サ
サイ ズ を 行い ま す ．で は 、 専fiと は ‥ ・ 胸で し よ う ？ 細 魯｛ 大ｕ ｌｌ に よ る１ 「 糖 少 牟
の. 社 食の 決ま り など に そ む く斤 為 」と あ り ま す、 い わゆ る 、琺 褥 を 舳 る行 ａ でI! ●の こ と
を 糾i とｌ い ます 、
で は 、 ど ん なこ と く 学 ●し ま し よ う，
生徒SVPP ④-2




















・ おも に哦 人を刈 彖と する 蛸分， 少年は 直進 皿判断 からＳ 寥盲 送致とな った 崎合に 封拿 となる ，
０ 少年 の 処 遇の 食 れ（ 概 矍）
一 一 - - 一 一 一一 一 一
ｏ これ から 去翩な こａ 畭 ‥ ・
蠡 斤が１ ４ で，１ 牟 鵑や 綸ｌ にλ 鹹し た少 年が。 自分 かし1=こ 七を耳り！i た鴫 に耨 匐を「 驥の
伸 かｓ かつた か ちJr 夊1 が分 か。て ４れ41 吻 も亅 噂 閾と 仭關価 が1 れ叭･ から」 とい うＩ ｘ が
潤か111 す．ｕ ＩＬ ．こh り 自９ のし た６ 屬から ，ｌ を そむ けた輿 甘ll で す,ｌ りの１ 瓊が どう
で あ れ,●刄 のfi飃|=糞偃袰 桷ち傭 人に 礎瀘 を纃けない こと が, 癬fill へ● ま叭 嘸 と なり 拿す，
少 年・ １１ では ● 龕臚芻昌 司l 晝奮 がいて ，ｓIこ傭分 する だ11で なく 少年の 鐸睾 瓮皿 食耋|こ脅え
うと してい ま す､ み んな がすぺさ こと は 、 こ れか らの
-  281 －
ワ ー ク1 瓢 軅 （ 奔fi ） さ が し 」
次 に あ1ずるfiuft に つt･ て．ｌｌ くな い こ とjl 麕い こ とＪｌｌ い こ 亠の 中 で もｌ ｌ! 非 斤 ）
に な る ことJI こｑlj てポ ウ クス に 傭 号 を入 れて みよ う，
al みん な が 持 ちｉ ん でい る爿 に ， こっ そ り と 飼りiあむ，
･lj 相手 が 賈に くる こ と を 攜 つと13 でｓ る 。
ｌ お 零襴 りが11 佝 喞 こ立っ た11 に ，● 車 で 鑰を ゆ ず ら 叭･ ，
ｑ ｓ 讌が あ っ たの・ ， 大 切 な予 ス トを 鋒.む.
⑤ 釈 銷に 何 日 も放 っ てあ っ た 鯵 か の自 転 車 を 艚手 に Ｍ ち睇 る ，
⑤ 友遠 の 万引 きが う まa1 く よ う に見 留 り を する ，
勿 困っ て い るμi い たの に ．ｓ い でい た から 知 ら ん ふり をす る ，
‘11 スポ ー ツａ 甘 合で ， わざ と でlj 叭 相 手と ぶつ か り， ケ ガ を さ せる ，
＠ 蹲も 叭 ’の に ナ イ フを1･ ら 癬 Ｇ
● 冓 皿母１ 襴 顫し てい たら ， 合 にｌ が 龠 が って き て ．Ｄ か れ そ うに な る ．
暴力行為に関する意識調査（教師）
貧輿
驀力 町為にりいC おたずり し孝す








現在,至 掵からの ●垪7 入に 対し て責或をｇｔ
丁仕 事１ してい６ ２ ３ ４
過去iこｔ 曄から刀 多力行 鳥に胃し て脅 旌を感
じ て皿事？したご とがあ ．だ ｔ ２
暖輿 尽俵に ●身ａ 衄など の多 力吁為 発上時に
役 止つ演技珊修 があ ればいい とさ う ｔ ２ ４
夕力 行為が戸 雋に Ｍ生す６ 字校 に11忻たくな
１ ２ ３ ４
誉/所 為ｔｇ こi 旡儔は 謇奈４ 刀賢Ｉ Ｓ 贊に
任せるﾐ ぎだ ２ ４
砂 畚陥箭･り 似 ｔ Ｕ グｒ 釁力 呀 為lj減ら
ｊ こtx 丶り る １ ２ ３ ４
あな たの蓼杪は 、ぐ紂教杤 ｉヽ 掩哂 暴力斤 入
がｇ ぎたりi乙遥切な卜 応や 拑4 £ICきり ヽ6 ３
人生 が 呶ｆy Uf･ に なる ように 錮 つでい ます．
攻撃性に関するアンケート（生徒）
対 人 瞬Sf こおけ る 行 勵と富 識 に鞨 す るアン ケ トー
このフンヶ-Hi.* なきんが耳敢のｔｌ で曾分i嗜して14 ことや､回分の恩う行覯1 そ６１１ 紅詈え伍 むヽ，
こ仍ｱﾝ
ヶ吋 は研 勣こ員 す1 皿月 昌飼皿外は 一悔悛い ません匈でご 安心くだれ ，ヽ
それぞれの濔いに､あてはま１ ●号一つ1岶 ｌ つけて(だSい，
４＆　鱸　・　 ●　 ふＦ　 ｆ






叩 かれ たり､畷られ たりしたら必ず やりかえ す
やりたいと恩 つたこ とは､f やりたいと亅はつきり貧う
すぐに憖もliうだ
人 心 バカにきれ たり､ いじわ もされたことがある









友 達と寸えが 會わ ない とき は､ ●分 の考えを 通ぞうとす る
扨友達とけんかをすることがある ３
ふ1沾 悸 良くても.本 当に 倡っと ときに 萌け てくれない 友
箴もいるとａう





















































































































































































刈 応 〃 ン プ ル の 缺l} 量･






































ａ ，吐 割 当 一 女 子
生徒全体を対象としたプログラム前後の平均値


















































































♀均ａ a4偏差司尸 下９ 上睚
ﾍﾟｱｌ ｎｉ戒心･甘i 戒心
ﾍﾟｱ2 う 身皿的攻撃･抉 身体
町攻撃
ﾍﾞｱ3 韵 倉己主蔓-後 倉己主
ｌ
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学校における暴力行為発生件数の推移
< 1 ―  2) ｎ 為 狗 生 眇 数 〃i 隹 餉










渣墮 渝嫐亀聚詬寸ａ匹 ｙ～^ぺ゛｀　　　　　　　 ・
